
  2 月               富士見塚 

草花たちの産声、満開の梅 
 早春の草花が、公園に、彩りを添え始めました。

葉が落ちた木の根元など、光が差し込む暖かな地面

に視線を落としてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
   1 月 25 日（金）       管理棟図書室 

 再始動！お茶畑を活かす企画会議 
 茶つみの時期の企画づくりが始まりました。「今

年から実行委員会形式でやってはどうか」「簡単な

茶席を 20～30 席程設けて、お客さんをおもてなしし

たいという方を募ってはどうか」などアイデアざく

ざく。開催予定日は、5 月 11 日（土）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆古河総合公園 花ファイル NO.15◆ 

 
●サローミ【スイセン】● 

 
［科名］ヒガンバナ科 
［草丈］30cm 程 
［ 花 ］花披片が白色、副花冠がピンク色 
［花期］3 月下旬 
 ｲｷﾞﾘｽ王立園芸協会によると、ｽｲｾﾝの園芸種は、

1954 年で 11,000 品種ほど。 
 多くの品種は、3～4 月に開花するが、9～10
月に咲くｾﾛﾃｨﾇｽ（Narcissus.serotinus）、11 月に咲

くｳｨﾘﾃﾞｨﾌﾛﾙｽ（Narcissus.viridiflorus）などがある。 
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2002 年 2 月号（芽吹く生命号） 

梅の剪定枝配布 
茶畑を活かす企画
会議 
如月の集い 

御所沼 

剪定した梅の枝をプレゼント。「花瓶に活ける前に、水

の中で切り戻すと、水の吸い上げが良く、花を長く楽

しめますよ」（シルバー人材センター石井正さん） 
「去年好評だったお茶つみ、手もみ茶、お茶の天ぷら、

茶娘は、今年もやりたいですネ。」（一同） 

オオイヌノフグリ。ゴマノハグサ科の２年草。花は、

直径 0.8～1cm 程で、陽があたっているときだけ開

く。果実の形が、犬のおちんちんに似ていることか

ら名前がついた。 

1cm 程に育ったポピーの苗。昨年、台風の増水で渡良

瀬河川敷の表土が流出したために、今年のポピー畑が

総合公園に登場しました。（種まき：11 月 17 日） 

ポピー 
オオイヌノ
フグリ 

花被片 

副花冠 



   2 月 20、21 日        目洗い弁天池 
大掃除 目洗い弁天池 

 ここの清水で目をゆすぐと眼病が治ると言われた

目洗い弁天池。掃除をしなくなって幾久しい。 
 水を抜いてビックリ！ヘドロが深さ 2.5ｍ。今回は

やむなく落ち葉とゴミ清掃にとどめました。澄んだ

池を取り戻すために、今後はバキュームなどによる

ヘドロ除去などを検討していきます。 
 そんな中でも「虚空蔵菩薩さま側から今でも浸み

だす湧水」の発見には心が洗われる想い。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   11 月工事着手～1 月 25 日完了 まくらが浜 
復元しました 水の湧き出す砂浜 

 草に覆われてしまったまくらが浜が、砂浜に戻り

ました。工事の終わった翌日には、早速、（チビッコ

の作品でしょうか？）砂の山が築かれていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   2 月 12 日（火）       管理棟図書室 
（仮称）みどりと遊びの会 如月の集い 

「市民施設としてのキーワード～現況と可能性を探る～」 
 “もっと身近な公民館、福祉の森、古河総合公園

になるためには？” 
 日頃から、講座を企画したり、市民団体の活動支

援に携わっている小村平安子さん（福祉の森保健

婦：写真左）と大谷邦雄さん（中田公民館館長：写

真右）にその知恵を伺いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～ 市民施設づくりのキーワードは“つなぐ” ～ 

 一時的に赤ちゃんを預かってもらえる仕組みづく

りや働いている人たちでも参加できる時間帯にも開

講するなど、人の暮らしとつながった運営の工夫が

必要であること、また、ぐるりん号の停留所を古河

総合公園へ設けるなど、市民施設をめぐりながら利

用できる仕組みをつくるなど、人の暮らしと市民施

設とを「つなぐ」ことが大切である。 

  
～市民施設をつなごう！ぐるりん号の停留所を公園へ！～ 
 如月の集いをきっかけとして、（仮称）みどりと遊

びの会では、古河総合公園へのぐるりん号停留所の

設置の要望書づくりに取り組みます。車を持たない

お年寄りや子供たちもみんなどんどん公園に来て欲

しい！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古河総合公園だよりのバックナンバーが、 
ホームページでご覧頂けるようになりました！ 

http://www.city.koga.ibaraki.jp/park/dayori/index.htm 
 

水を抜いた目洗い弁天池。7 匹の鯉は御所沼へ引っ越

し。かつて眼病の癒えた時には、お礼にウナギを放し

たそうです。 

草の生えた表土 10cm 程を除去し、新しく砂を敷き直し。 

雨が砂を運び、水際の一部に砂州が現れた。 
雨の翌日には、水が湧き出す所も見られますよ。 

「サークル活動の発表の場として公園の展示室は魅力的。」

（大谷さん）、「子供を持つお母さん方にとって、福祉の森

と公園が行き来できるとうれしいです。」（小村さん） 
「赤ちゃんが一緒でも、参加できるコンサートや映画鑑賞

会を実現したいです。若いお母さんも、もっと企画に参加

したいんです。」（赤ちゃん連れのお母さん）「お父さん方

も引っ張りこまなくちゃ！お友達の少ないお父さんって多

いのよ。」（ベテランのお母さん） 


